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街頭防犯カメラに求められること

• 映像が鮮明＆正確
高画質、夜間性能、時刻補正

• 壊れない
耐環境性能、品質

• 設置しやすい
最小限の工事、最小限の設置スペース

• 使いやすい

• 設置＆運用コストが低い

• セキュリティ性が高い
プライバシー＆個人情報への配慮



街頭防犯カメラの主な方式 【ネットワーク方式】

A地区

B地区

役場

IPネットワーク網IPネットワーク網 液晶モニター

レコーダー
操作用マウス

メリット
・役場で集中監視が出来る
（ライブ監視、 旋回操作、録画再生、故障検知）

デメリット
・ネットワーク網の構築が必要
・ネットワークランニング費用の負担が大きい

固定カメラ

固定カメラ

旋回・ズームカメラ

C地区



街頭防犯カメラの主な方式 【スタンドアロン方式】

A地区

B地区

C地区

メリット
・ランニング費用なし 電気代のみ@約￥500
・ライブ監視がない
（管理負担軽減、プライバシー）

・設置がしやすい
・工事が少なく、小規模単位で導入可能

デメリット
・ライブ監視が出来ない
・機器の故障に気が付きにくい

固定カメラ

固定カメラ

固定カメラ
特徴
・レコーダーを内蔵した一体型
・モニターなし（ライブ監視が出来ない一方、プライバシーに配慮）
・工事が少ない
・《必要時のみ》録画映像WiFiでダウンロード

パソコン
タブレット



街頭防犯カメラの主な方式 【スタンドアロン+クラウド方式】

A地区

B地区

C地区

メリット
・ライブ監視する／しないを選択出来る
・設置がしやすい
・工事が少なく、小規模単位で導入可能
・モバイル通信モジュールも一体化
・オプションのクラウドサービスを契約することで、
スマートフォンでライブ監視、故障検知が可能

デメリット
・ライブ監視が出来ない
・機器の故障に気が付きにくい

固定カメラ

固定カメラ

固定カメラ

パソコン
タブレット

クラウドサーバー

スマートフォン



実機デモ



参考資料



【参考】画質比較（アナログ）



【参考】画質比較（フルＨＤ）



【参考】１００ｍ先の映像 ３０倍レンズ広角側



【参考】１００ｍ先の映像 ３０倍レンズ望遠側



【参考】優良防犯機器認定制度

入札における「品質担保」を目的に、
ＲＢＳＳ取得機器を仕様条件に掲げる

自治体様が増えております。

ＲＢＳＳ（優良防犯機器認定制度）は、公益社団法人 日本防犯設備協会が一般の方々の安心・
安全に寄与することを目的に、防犯機器に必要とされる「機能」と「性能」の基準を策定し、その基準に適
合した機器を「優良防犯機器」と認定することにより、優良な防犯機器の開発及び普及促進を図る自主
認定事業です。

下記審査基準に適合した機器に対し「ＲＢＳＳ」マークを表示することが出来ます。

・資格審査 ⇒品質管理、販売体制、アフターサービス体制
・機器審査 ⇒性能、品質


